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平成30年度　運動部活動マネジメント研修　実施要項
１　目的　　　 運動部活動においては、児童・生徒のパフォ－マンスの向上を促す指導方法やスキルを学び、体罰防止の観点から、運動部活動指導者としての意識のもち方等について理解を深め、指導者である教職員の指導力向上、資質向上を図る。
２　対 象 者　　　小・中学校、義務教育学校、高等学校（岸和田市立の定時制の課程を含む）及び支援学校の教員
募集人数　50名
３　研修内容等
	回
	日　　時
	研　　修　　内　　容
	講　師　等

	１
	５月16日（水）

　14:00～17:00
	運動部活動の指導のために

－運営マネジメントについて学ぶ－
運動部活動の在り方

－体罰防止の観点から－
　　　　　　　　　　　〔講義・演習〕
	大阪体育大学

准教授　小林　博隆

大阪府教育センタ－
指導主事等


４　会　　場　　大阪府教育センタ－（大阪市住吉区苅田４丁目13番23号　電話 06－6692－1882）

５　担 当 室　　高等学校教育推進室

６　そ の 他　　(1) 受付は30分前から。

　　　　　　　　(2) 印鑑を持参すること。
(3) 来所時には、所属名・名前の入った名札を着用すること。
(4) 自家用自動車・バイク等で来所しないこと。
(5) 事前に準備しておく事項があるので、シラバスを確認しておくこと。

平成30年度　研修のシラバス
	１．研 修 名
	運動部活動マネジメント研修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研修番号2469）

	２．研修のねらい
	運動部活動においては、児童・生徒のパフォ－マンスの向上を促す指導方法やスキルを学び、体罰防止の観点から、運動部活動指導者としての意識のもち方等について理解を深め、指導者である教職員の指導力向上、資質向上を図る。
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３．研修課題とねらい等
	回
	研修課題
	ねらい
	内　容
	準備物・事前課題

	１
	運動部活動の指導のために
－運営マネジメントについて学ぶ－
	運動部活動の運営マネジメントについて学び指導者としての資質向上を図る。
	講義、ワークショップを通して自身の部活動での取組みを振り返り、今後の指導、部活動の運営について考える。
	準備物
筆記用具

	
	運動部活動の在り方

－体罰防止の観点から－
	体罰防止の観点から、運動部活動の指導者としての指導力の向上、資質向上を図る。
	体罰防止の観点から、部活動における指導、運営の在り方を考える。
	


　地下鉄御堂筋線「あびこ」駅下車、東北東へ約700ｍ　


　ＪＲ阪和線「我孫子町」駅下車、東へ約1,400ｍ


　近鉄南大阪線「矢田」駅下車、西南西へ約1,700ｍ
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